
金
調
停
古
蹟
志
巻
十
八

と
は
蛤
坂
の
溢
た
ら
ん
か
。
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
享
保
五
年
星

正
の
寄
付
民
、
寛
文
年
中
石
川
郡
窪
村
市
右
衛
門
と
云
ふ
者
、
山
よ

り
松
木
を
盗
伐
し
、
殊
陀
見
得
め
た
る
足
軽
に
焼
付
候
故
、
橋
爪
に

而
御
仕
置
に
辞
付
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
方
は
寛
文
二
年
二
月
の

事
に
て
、
橋
爪
は
犀
川
橋
爪
な
る
ぺ
し
。
叉
菅
家
見
聞
集
に
、
寛
文

七
年
に
、
馬
廻
組
今
枝
牛
之
助
若
紫
、
犀
川
橋
之
下
に
て
引
張
切
に

被
=
仰
付
吋
と
い
ふ
事
も
見
b
た
り
。
是
よ
り
後
々
に
も
死
罪
の
者
を

ぽ
犀
川
・
滋
野
川
雨
橋
爪
に
臨
調
ぎ
晒
し
も
の
と
友
し
、
往
来
人
に
見

せ
し
め
ら
れ
し
事
た
ど
あ
り
。
園
初
以
来
の
名
残
危
ら
ん
か
。

。
犀
川
橋
爪
丸
山

利
家
卿
の
時
犀
川
橋
爪
を
丸
山
と
稀
し
た
る
よ
し
、
貞
享
二
年
の
如

意
坊
由
来
書
に
載
せ
た
り
。
按
守
る
に
、
右
丸
山
は
今
一
玄
ふ
蛤
坂
の

港
た
ら
ん
か
。
昔
は
丸
山
と
稀
し
、
小
高
き
丘
た
り
し
を
‘
町
名
と

成
り
た
る
頃
平
均
し
た
る
た
る
べ
し
。

。
因
幡
築
師
如
意
坊
醤
枇

貞
享
二
年
の
泉
野
寺
町
天
台
宗
因
幡
薬
師
別
賞
如
意
坊
由
来
書
に
云

.
ふ
。
利
家
卿
の
御
代
に
犀
川
橋
爪
を
丸
山
と
稽
し
、
於
-
玩
所
-
賞
寺

関
山
室
停
法
師
、
本
隼
因
幡
薬
師
を
令
勧
請
-
候
底
、
高
治
年
中
に
御

((.iii.i!! 
l!! 
!! 
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野
町
へ
登
る
橋
爪
の
小
坂
の
古
名
也
と
云
ふ
。
奮
停
に
云
ふ
。
昔
源

義
経
奥
州
下
り
の
時
・
召
仕
の
女
を
同
道
あ
り
け
る
に
、
路
中
に
て

出
産
し
、
共
の
胞
衣
を
入
れ
た
る
瓶
を
ぽ
、
此
の
坂
路
に
て
取
溶
し
打

砕
き
け
る
放
に
、
瓶
割
坂
の
名
遣
れ
り
と
・
。
此
の
事
三
州
名
跡
誌
等

に
も
載
せ
た
れ
ど
、
俗
諺
取
る
に
足
ら
歩
。
按
ム
す
る
に
、
越
後
名
寄

に
、
越
後
図
頚
減
郡
上
輪
村
に
寵
割
坂
と
云
ふ
あ
り
。
道
よ
り
一
町

許
隔
り
て
、
水
聞
の
漣
に
産
水
と
-X
ふ
あ
り
。
義
経
世
を
忍
ん
で
臭

へ
下
り
給
ふ
折
節
、
北
の
方
此
所
に
て
頓
に
出
産
あ
り
し
に
、
耕
鹿

取
計
ひ
、
此
の
水
に
て
浴
せ
し
め
け
る
と
か
や
。
近
頃
高
聞
の
領
主
よ

り
石
の
井
筒
を
置
き
、
叉
道
の
傍
に
産
所
の
祉
と
て
標
を
建
て
た
り
。

上
輸
村
は
最
も
賎
村
た
れ
ど
何
か
謂
れ
あ
り
け
ん
、
五
月
帯
を
す
る

事
た
〈
‘
今
の
世
に
至
り

τも
難
産
・
な
し
。
と
あ
り
。
但
し
か
め
割

坂
の
来
隠
は
侮
言
た
き
か
記
載
せ
4
1
0

平
次
按
宇
る
に
‘
今
能
登
園

mm
咋
郡
生
紳
村
の
生
一
脚
祉
に
も
、
産
水
の
池
と
て
駐
前
に
井
戸
あ

り
。
此
の
村
民
も
出
産
甚
だ
安
ら
か
な
る
事
、
世
人
の
知
る
鹿
也
。

邑
停
に
、
昔
判
官
義
経
の
妥
此
所
に
て
難
産
あ
り
。
行
末
産
婦
を
守

ら
ん
と
番
ひ
あ
る
に
依
っ
て
、
共
の
鍾
を
肥
れ
り
と
い
ひ
僻
へ
た

り
。
義
経
の
奥
州
下
向
に
北
陸
道
通
行
の
事
は
.
東
鑑
に
文
治
元
年

金
滞
古
蹟
志
血
管
十
八

用
地
に
被
a
召
上
一
泉
野
寺
町
民
代
地
拝
領
被
昌
仰
付
↓
と
あ
り
て
、
=
一

箇
屋
版
六
用
集
に
も
、
如
意
坊
泉
野
と
記
蛾
す
。
文
化
三
年
の
由
来

書
K
.
如
意
坊
享
保
六
年
三
月
翠
雲
寺
と
改
稿
。
因
幡
薬
師
屋
敷
之
、

後
岸
崩
れ
ぺ
居
住
難
v
成
に
付
、
今
之
地
被
v
下
。
と
あ
り
。
按
4
y
る
に
、

右
丸
山
の
奮
地
は
甚
だ
古
き
事
な
る
故
に
、
今
共
の
遺
跡
も
鮮
か
た

ら
宇
。
高
治
年
中
に
移
締
せ
し
地
は
、
延
賓
の
金
揮
固
に
妙
民
寺
の

筋
肉
に
薬
師
と
載
せ
た
り
。
此
の
地
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
共
の
後

再
蹄
せ
し
地
は
、
野
田
寺
町
の
入
口
極
集
寺
の
向
ひ
た
り
し
が
、
明
治

八
年
に
能
登
珠
洲
郡
三
時
高
勝
寺
跡
へ
隼
雲
寺
を
移
蹄
し
、
薬
師
仰

は
卯
辰
最
勝
寺
へ
移
し
、
今
最
勝
寺
に
安
置
す
。
此
の
悌
像
は
因
幡

園
鳥
取
洪
水
之
湖
、
堂
塔
海
中
へ
流
れ
入
り
、
久
し
く
海
中
に
有
v
之

慮
、
加
賀
園
能
美
郡
安
宅
之
沖
へ
流
れ
寄
り
、
漁
夫
共
夢
想
の
告
げ

ニ
・
三
夜
も
繕
き
有
』
之
、
不
思
議
の
思
を
成
し
網
を
下
し
け
る
に
、

薬
師
悌
像
を
曳
上
げ
た
り
。
依
っ
て
共
の
在
所
に
堂
宇
を
建
立
し
安

置
せ
し
を
、
利
家
卿
之
時
如
意
坊
容
体
法
師
犀
川
橋
爪
の
丸
山
へ
勤

務
せ
し
由
、
彼
の
由
来
容
に
載
せ
た
り
。
共
の

E
細
た
る
事
は
卯
辰

上
小
川
町
最
勝
寺
薬
師
堂
の
僚
に
記
載
せ
り
。

。
瓶

割

坂

、

十
一
月
十
七
日
の
僚
に
、
伊
珠
守
者
仮
a
山
臥
之
姿
-
逐
電
紘
一
冨
々
。
同

二
年
六
月
廿
一
日
の
僚
に
、
第
v
授
昌
零
求
行
家
義
経
隠
居
所
之
立
F
畿

内
近
国
二
宮
々
。
若
狭
・
越
前
・
加
賀
・
能
登
・
越
中
・
越
後
云
々
。
国
々

被
‘
下
目
院
宜
↓
と
あ
り
て
、
義
経
記
に
も
、
文
治
二
年
三
月
加
賀
園
を

経

τ、
奥
州
へ
下
ら
れ
し
事
を
載
せ
た
り
。
但
し
演
路
遁
り
遁
行
に

て
、
金
揮
の
地
を
通
行
あ
り
し
と
と
は
見
b
や
と
い
へ

E
も
‘
白
石

綿
書
・
北
国
巡
杖
記
た
ど
に
、
富
樫
介
が
義
経
の
篇
に
金
滞
春
日
山
に

て
酒
宴
を
設
け
し
事
を
載
せ
た
り
。
皆
後
人
の
附
合
並
不
v
定
v
取
と

三
州
志
健
義
飴
考
に
も
い
へ
り
。
さ
れ
ば
瓶
割
坂
の
停
設
も
金
〈
後

人
の
附
曾
怠
り
し
事
い
ち
じ
る
し
。
思
ふ

K
.
義
経
記
に
御
産
安
々

と
し
た
ま
ひ
け
り
。
武
誠
、
少
人
の
む
づ
か
る
獲
を
聞
き
て
、
篠
懸

に
押
巻
き
て
抱
き
奉
る
。
何
と
は
し
ら
ね
E
も
御
隣
の
緒
を
つ
ぎ
参

ら
せ
て
、
御
湯
を
ひ
か
せ
奉
ら
ん
と
、
水
瓶
に
あ
げ
た
る
水
に
て
洗
ひ

奉
り
、
や
が
て
御
名
を
付
け
参
ら
せ
ん
。
是
は
か
め
わ
り
山
、
砲
の
ま

と
う
を
取
て
、
鶴
の
千
歳
を
た
ぞ
ら
へ

τ、
亀
鶴
殿
と
ぞ
付
奉
る
0

.
と
あ
り
。
さ
れ
ば
か
め
割
坂
の
名
も
若
し
く
は
彼
の
か
め
b
り
山
て

ふ
言
よ
り
い
ひ
闘
で
た
る
附
舎
の
俗
銑
に
て
も
あ
る
べ
し
。

。
野

町




